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１ 全国（日本西方）の出現状況 

国立研究開発法人水産研究・教育機構の

情報によると、平成２９年９月下旬に実施

されたフェリーによる目視調査では、対馬

海峡及び日本海東北海域で目視された大型

クラゲはごく少量でした（対馬海峡西水道

で２個体、舞鶴～小樽航路で１個体）。 

また、９月１８日～２７日に行われた中

層トロール網による調査でも大型クラゲは

採集されませんでした。 

 対馬海峡から日本海中西部海域にかけて

操業中の底曳網では少量ながら入網が続い

ていますが、今年度の日本海周辺海域にお

ける大型クラゲの出現量は昨年よりも非常

に少なく、大量出現の可能性は今後も極め

て低いと予測されています。 

 

２ 本県沿岸の出現状況 

１０月６日現在、本県沿岸では大型クラ

ゲの出現が確認されていません。 

 

※大型クラゲに関する最新情報が確認できますのでご活用ください。 

http://www.jafic.or.jp/kurage  （（一社）漁業情報サービスセンター） 

http://www.fra.affrc.go.jp/kurage/ （（国研）水産研究・教育機構） 

http://www.aomori-itc.or.jp/index.php?id=2599 （（地独)青森県産業技術センター水産総合研究所） 

http://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/agri/suisan_kuragetodo.html （青森県水産情報） 

 

今年度の大量出現の可能性は低い見込み 

図 最近２週間の大

型クラゲ発生状況 

（一社）漁業情報サー

ビスセンターＨＰ 

（H29.10.3）より 

大型クラゲ情報 


